
 

 

 台風 19 号は、10 月 8 日（水）3 時には中心の気圧は 900hPa、中心付近の最大風速

は 60m/s と最も発達し、9 日（木）3 時には徐々に進路を北寄りに変え 10 日（金）0 時

には大型で猛烈な台風となりました。その後大型で非常に強い勢力を維持したまま、

沖縄本島地方を暴風域に巻き込みながら、12 日（日）0 時 30 分頃沖縄本島地方を通

過し東シナ海へ抜けました。 

 暴風域に入った時間帯は、本島中南部は 11 日 7 時頃、本島北部は 11 日（土）9 時

頃でした。暴風域から抜けた時間帯は、本島中南部は 12 日（日）14 時頃、本島北部

は 12 日（日）16 時頃(本島中南部および本島北部ともに暴風域に入っていた時間は

31 時間)でした。 

 各地における最大瞬間風速は南城市糸数で 49.7m/s、うるま市宮城島で 48.3m/s、

国頭村奥で 45.3m/s。 

 

 

台風 19 号経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風 19 号 



設備被害状況 

電柱破損（折損、倒壊）  1 本 

電線断線［高圧］      81 条・スパン 

電線断線［低圧］      42 条・スパン 

柱上変圧器破損      20 台 

 

停電状況 

最大時停電戸数      53.5 千戸（10/12 6:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧作業の様子（糸満市糸満） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うるま市高江洲における樹木が接触した電線の補修作業  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うるま市前原における電線に接触した樹木の伐採作業  


